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専門部会活動 
 

 
今年度から発足した各専門部会（広報部会、活動部会、社会貢献部会、仕事紹介部会、Web

部会、共済部会）の活動が本格的に始まっています。実施状況の報告、今後の実施予定などに

ついて、月々の会報に掲載いたしますので、会員の皆さんの積極的なご参加をお願いいたしま

す。 

 

活動部会 

一月度土曜サロンの報告 

１月の土曜サロンは 玄関先などに置いて、荷物を受け取る時などに重宝する、印鑑・ペン

立てを作りました。 

先生は 会員の武川育司さんにお願いいたしました。担当幹事のＰＲも効いて１８名の皆さ

んが集まり賑やかなサロンとなりました。 

写真はＭさんの作品です。 すばらしい出来映えです！ 
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 二月度土曜サロンのお知らせ！ 

 ２月度は ２月２６日（土） １３：００～１６：００ 「ゆうむ２５」で開催します。 

 今回のテーマは “春まじか「お気に入り写真」の撮り方のコツを勉強してみませんか”で

す。春は、入園、入学、行楽、花見などでカメラを持ち出す機会が増えてきます。 

 そこで今回は 会員の平林重義さんにお願いして写真撮影講座を開くことになりました。 

 平林さんは、ＮＨＫ文化センター松本の写真講座を受けて、現在松本盆地、安曇平で撮影活

動を続けています。当日は ①写真の基本と考え方 ②撮り方のコツ ③構図のまとめ方 な

どにポイントを置いて話をしていただきけます。 尚、Ａ３の写真２０枚程度のミニ写真展も

あります。コーヒーとお茶菓子もありますのでお気軽にお出かけください。 
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社会貢献部会 
 
西山の里支援活動に清拭布の提供を行います。 

つきましては 会員の皆様より木綿古衣の提供をお願いいたします。  

浴衣・肌着など洗濯をした状態で捨てずに福祉活動にご協力下さい。下記役員までご連絡下

されば戴きに伺います。 

連絡先役員： 

  平林健治  ５２－３７９２        後藤茂人  ５３－００９８ 

  有賀吉治  ５３－５７５８        内山まさ子  ５３－３６９３ 

  久保田永子 ５３－６２９６ 

 

Ｗｅｂ部会 

      かゆいところに手が届く！ 

3 月度講座予定 

3月度の開講予定は次のとおりです。 
今月は、「ホームページ作成講座」と「確定申告書作成講座」を企画しました。 
「確定申告書作成講座」は国税庁のホームページにある「確定申告書作成コーナー」を利用

し、年金や国民年金保険料、生命保険料などの収入と控除金額を入力するだけで、面倒な計算

は自動処理してくれます。来年からは自宅ですべての手続きが OK。あなたも挑戦してみませ
んか？ 
コース名 パ ソ コ ン 入 門

（Word） 
ホームページ作成（初級） パソコンで確定申告書作成 

内 容 案内文書」を題材に、

Word の基本操作を
勉強します。 
途中からの参加も

OK 

５回シリーズで、ホームペ

ージ作成の基本を習得し

ます 

国税庁が提供する Web サイ
トを利用して、申告書の作成

を行います 

開催日 隔週月曜 
 2/28  3/14  3/28 

毎週金曜   2/18  2/25 
3/4  3/11 3/18 

開催日（月曜日） 
2/21 2/28 3/7 

時 間 13：00～16：00 13：30～16：00 10：00～12：00 
参加費 500円(PC使用料300

円＋お茶代 200 円） 
テキスト代 1,050円 
一回 500円(同左) 

無料 

募集人員 応募可 応募可 直接会場へご来場下さい 
【開催要綱】 
1、会 場：NPO 法人スマートレイク事務所 

      諏訪市清水 2-1-21 （株）高島産業構内  

2、駐車場：ＪＲ線路脇の血液センター横にある「スポーツ広場駐車場」をご利用ください。 

3、申込み：初回参加の時は電話で申し込んでください。詳細の案内書を送付します。 
    申込み（問い合わせ先） SEUシニアクラブ PC担当：山田勝俊へ 
       090-8949-5155（昼間）  0266-27-1240（夜間） 
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「春を告げる草花」の情報募集 
Ｗｅｂ部会では ＳＥＵシニアクラブホームページの 「シニアの知恵袋」コーナーに掲載

する、生活情報を募集しています。今月の特集は身近な場所にある「春を告げる草花」の情報

です。 
福寿草、梅、水仙、座禅草・・・・・。早春の陽だまりを散歩しながら、見つけた花情報をぜ

ひお寄せください。 
花の名前、場所、見頃などに、100文字程度の紹介文を添えて、事務局までお願いします。（写
真大歓迎） 
お寄せいただいた情報は広報 3 月号に掲載するほか、Web サイトに掲載させていただきま

す。 
投稿先は  〒392-8790 諏訪市大和 3-3-5 セイコーエプソン労働組合内 

               SESシニアクラブ事務局 宛て 
               TEL 0266-52-0714 FAX 0266-58-0525 

        Email  seu_scnt@moon.odn.ne.jp    
問い合わせ先は Web部会 横尾秀一 0266-52-7988 山田 勝俊 0266-27-1240へ 

 

 

 

 

 

広報部会 

 確定申告相談会・・・・１月２７日「ゆうむ２５」で実施しました。約７０名の皆さんの参

加があり、午前、午後２回、各６グループに分け、税務署担当官、ＳＥ―ＯＢ・現役の専門者

から説明、指導を受け相談にのっていただきました。 

 尚、Ｗｅｂ部会の支援をいただき「パソコンによる確定申告書作成」のデモンストレーショ

ンも実施いたしました。 

 会報のメール発信・・・・３月からメール登録者については、テストラン終了次第会報をメ

ール発信させていただきます。 

 尚、メールアドレスをお持ちの方で、まだ登録されていない方は是非登録していただく様お

願いいたします。 

登録先は  〒392-8790 諏訪市大和 3-3-5 セイコーエプソン労働組合内 
               SESシニアクラブ事務局 宛て 
               TEL 0266-52-0714 FAX 0266-58-0525 

        Email  seu_scnt@moon.odn.ne.jp    
問い合わせ先は Web部会 横尾秀一 0266-52-7988 山田 勝俊 0266-27-1240へ 

 

 

 

 

３ 

mailto:seu_scnt@moon.odn.ne.jp
mailto:seu_scnt@moon.odn.ne.jp


特別寄稿：ロスアンゼルス在住 河合将介さんのお便り 

『日本人は米国人の自己主張に疲れ、米国人は日本人の寡黙
か も く

に苛立
い ら だ

つ』 

皆さんご無沙汰をしております。最近日本の昔仲間とメールが交換できるように

なり、楽しみが増えました。今回は最近の雑感を少々送ります。 

 

 例外も勿論多いですが、一般に米国人ってホントに自己主張が上手です。米国

人の自己主張好きに関しては、その文化的・歴史的背景について色々な解説書が

説明してくれていますが、やはり子供の頃の躾と教育による部分が大きいのでは

ないでしょうか。 

 日本生れの日本人である私自身、子供の頃を振り返ってみるに、親や学校の先

生には絶対服従で、口答えなどとんでもないことでした。その同じ頃、米国の家

庭・学校では、多分「自己主張もできないでどうするの！」という躾と教育が行

はれていたでしょうから、今日になって私が米国人相手に下手な英語をひっさげ

頑張ってみても苦戦の連続です。 

 私自身は、「謙譲の精神」こそ人類究極の美徳であると信じてやまない一人で

すが、でもやはり米国では「沈黙は金」だけではだめで、時には「沈黙は禁（禁

止）」が必要です。 

 言うべきことははっきり言う――これがコミニケーションの第一歩であり、特

に異文化交流の原点なのでしょう。 

 米国のようなところでは、自分の考えをはっきり言わないと理解してもらえま

せん。（だからと言って無理にイエス、ノーを都度言う必要はなく、日本はファ

ージー文化なのだから意見がファージーでも構わないと私は思っています。その

代わり、「ファージーです」とはっきり相手に伝えることは重要なのです） 

 

 異文化交流といえば、普通は外国人との交流を思い浮かべますが、何も外国ば

かりが異文化とは限りません。現に私など、同世代の外国人を相手にするより、

世代の離れた日本人とのカルチャーギャップの方が 余程ショックは大きく感

じます。 

 異文化交流の最小単位は、夫婦の関係だとよく言いわれます。男と女と言う異

文化に加え、もともとは、お互いどこの馬の骨とも知らないもの同志が、何の因

果か共同生活をするのですから、大変な異文化交流です。 

 我が家の居間で、私がこの小文をパソコン相手に作成しているところを覗いた

妻曰く、「その題名にある『日本人』、『米国人』を それぞれ『亭主』、『女房』

に置き換えてみたら・・」そこで、素直なわたしは、言われた通りにしてみまし

た。－『亭主は女房の自己主張に疲れ、女房は亭主の寡黙に苛立つ』－あゝ・納

得。  河合将介（skawai@eathlink.net） 
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